
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［プログラム］ 

第 1部  「失語症の理解と社会参加について」 

講演  種村 純 先生 
（川崎医療福祉大学医療技術学部感覚矯正学科教授） 

 

 

 

 

 
 

第 2部   「失語症の方の社会参加の支援への取り組み」 

        講演  石原 明美 氏 
        （デイサービスことばの泉 管理者・言語聴覚士） 
 

「当事者・家族より」 
    麦の会ラベンダー作業所・当事者・ご家族 

 

［日 時］ 平成 28年 11月 5日（土） 13：30～16：30 （開場 13：00） 

［会 場］ 堺市総合福祉会館 6階 ホール 

［参加費］ 無料 

［定 員］ 300名 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

頭部のけがや病気によって高次脳機能障害の後遺症が残った方が再び地域生活を送られるに 

あたって、さまざまな不安を抱えておられる現状があります。失語症などによりコミュニケー 

ションが困難になることもありますが、周囲の人との関わりは豊かな社会生活を営むうえで 

とても重要なことです。 

今回の研修では、失語症を中心に、高次脳機能障害の臨床と指導に長年従事されている 

川崎医療福祉大学の種村 純 先生をお招きし、失語症の基本的理解と社会参加についてご講演 

いただきます。また、堺市内で失語症の方の支援に携わっておられる支援者の方、失語症の 

当事者・ご家族の方よりもお話をいただきます。 

種村 純 先生 

失語症を中心に、高次脳機能障害の臨床と指導に従事し、1996年より 

現職。失語症言語治療のエビデンス、社会的支援のあり方などについての

検討を続ける一方、記憶障害、遂行機能障害に関する研究も多数。 

平成 27年度 堺市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業 

高次脳機能障害の理解と 

豊かなコミュニケーションのために 

平成 2８年度 堺市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業 

＜お申し込み方法＞ 

チラシ裏面の参加申込書に、申込者名・所属・ご連絡先を記入の上、

ＦＡＸにてお申し込みください 
 

＜お申し込み先＞ 

堺市立健康福祉プラザ 生活リハビリテーションセンター   

FAX：072-243-0202 

＜問い合わせ＞ 

堺市立健康福祉プラザ 生活リハビリテーションセンター 

TEL：072-275-5019 

 

 

 

申し込み締め切り 

平成28年10月28日（金） 

※要約筆記あり。手話通訳の必要な方は申込用紙に記入してください。 
主催：堺市（障害施策推進課）、健康福祉プラザ指定管理者 

≪≪お申し込みについて≫≫ 



 

平成 28年度 堺市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業  

「高次脳機能障害の理解と豊かなコミュニケーションのために」 

参加申込書 

【申込先】  FAX ０７２－２４３－０２０２  

堺市立健康福祉プラザ 生活リハビリテーションセンター 

 安藤・福尾 宛 

住 所  

T E L  

Ｆ Ａ Ｘ  

所 属 機 関 名 

（支援者の場合） 
 

お名前 該当するものに○をお着け下さい 

ふりがな 

当事者・ご家族・支援者（職種：      ） 
１． 

ふりがな 

当事者・ご家族・支援者（職種：      ） 
２． 

ふりがな 

当事者・ご家族・支援者（職種：      ） 
３． 

研修会参加にあたってのご要望等ありましたら、お書きください。 

手話通訳の必要な方はチェックしてください→□必要 

 

 

※当日午前 10時時点で、大阪府全域に特別警報、暴風警報、大雨警報が発令されている場合、中止とさせていただきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 28年 10月 28日（金）までに、 

FAXにて、申し込み先までご送付ください。 

 
※参加希望者が複数名おられる場合は、優先順位の

高い方から順番にご記入ください。応募者多数の 

場合は、調整をさせていただく場合があります。 

※駐車場には限りがございます。公共交通機関を 

ご利用ください。 

 

 

 

 


